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地域と共に歩む大学をめざして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田大学教育文化学部長

武　田　　　篤

　秋田大学教育文化学部では、平成19年度に秋田県からの委託を受け、県民が郷土に誇りと愛着を持

ち、地域へのアイデンティティーを高めることを目的とした「元気なふるさと秋田づくり」の一貫と

して「秋田学」構築に関する事業を開始しました。平成20年度には、学部に「秋田学・白神学研究会」

を発足させ、これまで秋田の自然・風土・文化・歴史などについて、学内外と連携しながら研究を進め、

その成果を積極的に地域に発信・還元してきました。その一例として、平成21年度には「秋田学・白

神学の発展的な構築に向けた取り組み」報告書を刊行し、翌平成22年度には学外に向けて「地域学と

地域おこし」をテーマにシンポジウム「秋田学ルネサンス – 秋田学の記憶、今、よみがえる、未来

に向けて－」を開催しました。また、平成23年度には白神地域を中心に、文理協働的アプローチによ

る調査・研究を行い、その成果を「秋田学・白神学研究報告」として、さらに平成26年度には、過去

5年間の研究実績をまとめた「秋田学・白神学総合成果報告書」を刊行し、地域に発信してきました。

　地域興しと活性化の実現には、学問研究の裏づけが必須です。地域を総合的に理解し、支援してい

くためには、特定領域の狭い分野の研究だけでは成果を得ることはできません。そこでは、文系、理

系、さらに芸術系を含んだ学際的な方法や文理協働的アプローチを駆使することによって、はじめて

地域や社会が直面する難題の解決に取り組むことができます。幸い、わが教育文化学部には、人文・

社会科学から自然科学にまで及ぶ幅広い学問分野にわたる研究者が集っています。実際、これまでの

「秋田学・白神学」の研究内容をみてみても、アケビ油、ジオパーク、地衣類による環境モニタリング、

風穴、社会科授業「秋田のハタハタ漁」、秋田の作曲家、秋田の民謡、地域文化調査、天文教育「白

神の星」プロジェクト、中山間地域における高齢者世帯、湧水の涵養年代、古代史、近代における秋

田の看護要員養成史、巨大噴火と古代遺跡、秋田の祭りなどがあり、多様な広がりもって研究が展開

されてきました。

　昨年度、教育文化学部は、地域を支える人材養成という方向性を明確にし、新しい学部に生まれ変

わりました。教員養成を担う「学校教育課程」と地域活性化に貢献する人材養成を担う「地域文化学

科」に再編、統合されました。教育文化学部は幅広い視点から地域の課題解決に取り組み、地域を支

える総合能力を持つ人材の育成をめざします。これまでの「秋田学・白神学」の地域学研究で培った

実績と財産は、新しく生まれ変わった教育文化学部の発展にも大きく貢献すると確信します。本報告

書から地域の活性化を願い、地域と共に歩む大学の方向性と決意を読み取ってくだされば幸いです。

― 1 ―





ミニシンポジウム

「秋田学・白神学の成果と教育展開、その可能性」

　「秋田学･白神学」の成果は長年にわたる。その当初期から最近に至るまで、「秋田学･白神学」の研

究成果および関連教育を担って来て下さった先生方をお招きし、ミニシンポジウム「秋田学･白神学

の成果と教育展開、その可能性」を開催した。この講演記録は、「秋田学･白神学」の困難さも示して

はいるが、何よりもその重要性と可能性を多様に示唆してくれている。まだ大きな流れには成りきっ

てはいないが、「秋田学･白神学」の実質的な中身は、各教員の研究教育だけではなく、たとえば地域

文化学科の専門的基礎科目などに反映しつつあり、教職員・学生の共同準備を整えつつある。

　以下、ミニシンポジウムの要旨等をどうか建設的に読んでいただければ幸いである。必ず、学部全

体の滋養にもなると考える。

日時：平成27年12月11日（金）14：30～16：00

会場：秋田大学教育文化学部3号館344号教室

発表講演者：渡部育子　教授

　　　　　　林信太郎　教授

　　　　　　髙村竜平　准教授

　　　　　　長瀬達也　教授

　　　　　　石井照久　准教授

　　　　　　志立正知　教授

　　　　　　池本　敦　教授
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秋田学・白神学研究会発足から
4年間をふり返る

秋田大学教育文化学部

渡 部 育 子

平成19年度受託研究

林信太郎教授による研究グループの発足

「秋田学」の構築に関する研究会

秋田県総合政策課からの受託研究

平成20年3月1日シンポジウム

「秋田学」から探る秋田の可能性

年度計画推進経費による研究

平成20年度～平成23年度

池村好道学部長の下、年度計画推進経費を
申請し、秋田学・白神学研究会を発足、各年
度末の報告書刊行のほか シンポジウム開度末の報告書刊行のほか、シンポジウム開
催の事業を展開した。

世話人代表は当初、寺井謙次教授（現在、秋

田大学名誉教授）がつとめたが、寺井教授の定

年退職により渡部育子が引き継いだ

中期目標・中期計画

中期目標・中期計画にしたがって

秋田学・白神学などの学際的研究を進めるこ
とが課題であった

学際的研究とはどのような とか？学際的研究とはどのようなことか？

文理融合の研究は可能か？

他大学の事例は？

学際的研究で得られるものは何か？

平成20年度

シンポジウム

「謎の遺跡『払田柵』から探る秋田の可能性」

パネルディスカッション「古代ロマンの里から
探る秋田の可能性探る秋田の可能性」

平成20年12月13日
於秋田大学教育文化学部

平成21年度

20年度までの取り組みが「法人評価」によって

高く評価されたことで弾みがついた。

第2期中期目標・中期計画における教育文化学

部の重点的取り組みに位置づけられる

「秋田学・白神学の発展的な構築に向けた取り

組み」報告書の刊行

秋田学・白神学研究会発足から４年間をふり返る
渡部　育子
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平成22年度

平成23年1月30日シンポジウム開催

於秋田ビューホテル

基調講演：岡田茂弘氏（国立歴史民俗博物館名誉教授）

『 リアスタデ としての秋田学『エリアスタディとしての秋田学」

パネルディスカッション「地域学と地域おこし」

＊当日の記録は報告書「秋田学ルネサンスー秋田学
の記憶、今、よみがえる、未来に向けてー」に収録

3．11 東日本大震災

平成23年度

ワークショップ「秋田学と地域開発」の開催

平成24年1月19日
於秋田大学教育文化学部

「平成23年度 秋田学・白神学研究報告」刊行

研究成果の教育活動、地域社会への還流をめ

ざす

地域学研究の現状と課題

・学際的研究は可能か？

文理融合はきわめて困難

融合の方法論の確立がみられない

文理協働であれば可能ではないか

文と理の歩み寄り

相手にわかるリテラシー

異分野の研究者にわかってもらえる手立て

地域学研究に必要なものは？

「もの知り型」地域研究は発展しない？

入口が「地域」、出口も「地域」では普遍性に

欠ける

異分野と方法論のすりあわせ、歩み寄りには

普遍的理論の構築が不可欠

これらの方法論は確立していない

古代秋田をテーマにすると・・・

時間軸の設定～歴史学が得意とするところ

～7世紀

8世紀

9世紀～

空間軸のとりかた

秋田県中央部 南部沿岸 南部内陸 北部沿
岸 北部内陸・・・地域性の違いが明らか

歴史学のあらたな取り組み

歴史学で空間軸を意識した近年の研究

歴史地理学（とくに自然地理学）

歴史空間学としての考古学

地域学研究が新たな段階に入っているのでは

ないか

文理協働による秋田学構築は如何に？
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秋田学・白神学ミニシンポジウム 
 「秋田学・白神学の成果と教育展開，その可能性」 
日 時：平成 27 年 12 月 11 日(金) 14 時 30 分から 
              16 時 00 分まで（1445-1455） 
会 場：秋田大学教育文化学部３号館 344 号教室 
 

秋田学・白神学その後の展開 

林信太郎 
 
 秋田学・白神学は学問の垣根を越えて，秋田という地域，白神山地をめぐる

地域を総合的に理解しようとする試みである。その成果は，地域振興と教育へ

の活用双方へ有効と考えられる。 
 講演者は，近年秋田学・白神学の成果を地域に還元するために，ジオパーク

活動の支援を行なっている。ジオパークは「大地の公園」ともいわれ，世界遺

産と同様にユネスコによるプログラムである。現在日本には 2015 年 11 月現在

39 のジオパークがある（内 8 つがユネスコの世界ジオパーク）。補助金は一切

出ないが，地域振興に効果があるためその数は増加中である。ジオパークの主

な活動は自然資源の保全，教育への活用，地域振興の 3 点である。 
 今回は，秋田県北部の八峰白神ジオパークを例に，秋田学・白神学の成果が

いかに地域振興に活用されているかを述べていきたい。 
 八峰白神ジオパークは，秋田県の北部の八峰町をエリアとするジオパークで

ある。世界遺産白神山地の麓にジオパークが点在し，「白神山地の恵みに生きる」

がテーマである。 
 秋田学・白神学の教育への活用：秋田学・白神学で得られた成果をもとに，

ここ数年間八峰町の全小中学校で出前授業を行ってきた。先週は水沢小学校お

よび塙川小学校である。ちなみに両学校は来年度から統合され，峰浜小学校と

なる。授業では，マグマが冷えて固まると岩になること，数千万年前から数百

万年前の火山活動が，白神山地や八峰町の大地の多くの部分を作ったことを説

明した。その後，そのような火山でできた大地を自分たちで作り，カットする

という実験を行った。それに関連して，八峰町の景観の素晴らしさ，湧水の恵

みなどについても説明した。 
 秋田学・白神学を活用したジオストーリー：ジオストーリーはジオパークの

中の様々な要素を，ツーリストに語れるようにしたものである（最近，私はこ

ども向けジオストーリー作家を目指している）。 

秋田学・白神学その後の展開
林　信太郎
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 白神山地は高い山だが，地質学的には実は謎が多い。これを説明するために

提出されたモデルが，「マントルの熱い指」モデルである（田村，2003）。ここ

では，詳しくは説明しないが，白神山地のような隆起山地と火山の分布をうま

く説明できるモデルである。 
 また，白神山地の多くの部分は侵食抵抗力のある丈夫な火山岩でできている。

このため，白神山地は，侵食に抵抗して高い山々となっているのである。白神

さんから八峰町には豊かな水が流れてくる。また，白神山地内にもある数百万

年前の火山岩には地下水が胚胎されている。 
 このような白神山地の恵みを活かして作られている，当地の名物を二つご紹

介しよう。 
 一つ目は，山本合名酒造の「山本」である。ここでは白神山地の湧水を使っ

て潤している自社の水田で作った米を，同じく白神山地の湧水で醸造している。

機械好きの社長の酒造りは合理的で高い品質の日本酒を安定してつくっている。

最近はヨーロッパにも進出しようとしているという話が聞こえてきた。 
 二つ目は白神酵母を使用したボスケットのパン。白神酵母は白神山地から発

見された酵母である。白神山地は生物多様性が高く，貴重な遺伝子資源ともな

っている。その酵母を使ったパンはもちもちとしていて美味である。クリーム

パンにすると，パン生地とクリームの食感のハーモニーが抜群である。 
 このような地域の名物も，それを裏付ける物語を付け加えることでさらに魅

力を増すことが可能である。 
今後，秋田県の各地のジオパークを支援し，教育活動への貢献，交流人口の増

加による地域の活性化に貢献していきたい。 
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秋田学・白神学その後の展開

林信太郎

秋田学・白神学ミニシンポジウム
「秋田学・白神学の成果と教育展開，その可能性」

日 時：平成27年12月11日(金) 14時30分から
16時00分まで（1445‐1455）

会 場：秋田大学教育文化学部３号館344号教室 ドローンで空中
写真撮影

ジオパーク

• 大地の公園

• 「風土」

• 地質学，地形学，水文学，気象学，生態学を
シームレスにつなぐジオストーリー

白神山地はなぜ高い

白神山地の隆起
古い火山岩

侵食に強い

侵食に弱い
堆積岩 起伏のある山地

伐採が困難
世界遺産 白神山地

白神酵母パン
湧水

日本酒

岩石海岸

マントルの
熱い指

米代川からの土砂 ハタハタ

小さな
第四紀火山

地すべり ブナ林
多雪地域
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段丘
昔の海面

海底火山だった白神山地

ハタハタの産地

八森

男鹿

金浦
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八森

男鹿

金浦

白神酵母のパン

ボスケットのクリームパン

山本：八峰町の日本酒。白神山地の火山岩からの
湧水で米を作り，その米を湧水で醸造する。山本

合名会社。

北秋田市松尾肉店の馬刺し
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秋田学の教育から研究へ

秋田学・白神学ミニシンポジウム

2015.12.11

髙村竜平

フィールドワーク型授業の経験

• 旧国際言語文化課程

「日本・アジア文化調査実習」I～III
–能代市・小坂町・横手市などの調査

• 地域文化学科「地域学基礎」

–大町・通町などの調査

• 「地域連携プロジェクトゼミ」？

2009年度
小坂町調査

日高水穂・髙村竜平
編『小坂町 記憶と生
成の民俗誌』2010.2

• 受講生

4年次 3名

3年次 5名

2年次 5名

調査テーマ一覧

鉱山町の変遷

• アカシアとその利用

• 商業地域の変容

• 理容室

町を取り巻くコミュニティ

• 鉱山発見伝承

• 七夕まつり

• 集落コミュニティ

• 水路

• 山神社 境界と移動

• 十和田湖

• 伝説（だんぶり長者）

• 「かやき」

• 定期市

指導教員による概要説明

• 日高「東北北部の文化的連続性」

– 「眠り流し」行事、「だんぶり長者」伝説の分布と
類型について

–十和田湖を中心としたつながりについて

• 高村「近現代の小坂町と小坂鉱山」
–行政区域及び神社の合併

–藤田組＝同和鉱業＝DOWAグループについて

–鉱山町の変化について

秋田学の教育から研究へ
髙村　竜平
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「鉱山の町からリサイクルの町へ」

「長期的に見て、鉱業生産は衰退に向かったこと

は、秋山報告や久保田報告で示されている通りで

ある。とはいえ、近年では黒鉱製錬の経験を活かある。 、近年 黒鉱製錬 経験を活

し、現在使用済み電気・電子製品からの金属資源

開発に応用され、リサイクルの街として再興を図っ

ていることもよく知られている。」（前述高村論文）

→事実ではある、しかし・・・

気づいていなかったこと

• 最終処分場
「グリーンフィル小坂」

• そこへの首都圏一般
廃棄物 搬

『秋田魁新報』2011.07.12

廃棄物の搬入

「リサイクルと廃棄物処理の町」へ

1980 小坂で原料として電子基板の使用開始

1987 大館市花岡に廃棄物処理会社「同和クリーンテック
ス」（現「エコシステム花岡」）設立

1990 小坂鉱山で採掘中止、製錬は継続

1994 花岡鉱山で採掘中止1994 花岡鉱山で採掘中止

1998 経済産業省、「秋田北部エコタウン事業」承認

2005 最終処分場「グリーンフィル小坂」開業

2006 同和鉱業が持ち株会社「DOWAホールディングス」に

2008 小坂で電子基板からの有用金属回収本格化

2011 東日本大震災・福島第一原発事故

2011年

3.11 東日本大震災、福島第一原発事故

7.11 千葉市流山市から大館市・小坂町に運ばれる予定の焼却灰に基準値
超過のセシウムが含まれていることが発覚、大館駅・秋田駅から戻
される。またすでに小坂町「グリーンフィル小坂」に埋め立てられ
たことが発覚。

7.14 千葉県松戸市からのセシウム基準値超過焼却灰がすでに「グリーン
フィル小坂」に埋め立てられていることが確認される。大館市・小
坂町は首都圏からの焼却灰受け入れ中止。

8.13 小坂町、放射能濃度のサンプル検査、搬入ごとの空間放射線量測定、
覆土 放流水の調査などの対策を条件に受け入れ再開の意向を表明覆土、放流水の調査などの対策を条件に受け入れ再開の意向を表明。

9.13-20 受け入れ再開のための町民向け説明会開催

10.18 「放射性物質の受け入れを反対する町民の会」が署名3,328筆（う
ち町民3,246人分、町の総人口は6,053人）を提出。

2012年

7.23 「米代川の清流といのちを守る流域連絡会」（「守る会」）設立

小坂町議会、焼却灰の実態解明を求める決議を全会一致で可決

8.24 守る会、搬入再開反対署名3,876筆を小坂町議会と議長に提出。

9.22 守る会、「放射性焼却灰の受け入れ再開を考える会」を開催。

11.21 市川市からの焼却灰搬入再開、流山市・川口市からの再開を決定。

『秋田魁新報』のコラムより

「ごみの焼却灰まで県北に流入していた。放射

性セシウムに汚染された灰が。人とエネルギー、

食料 部品まで供給し大都市の繁栄を支えてき食料、部品まで供給し大都市の繁栄を支えてき

た東北。その一方で、首都圏の最終処分ごみ

を引き受けている現実。割り切れなさまで抱い

てしまう。 」（「北斗星」2011.7.23）

二重になった「中心／周辺」

• ゴミを出す「首都圏」／ゴミを引き受ける「東
北」という図式

• しかし、秋田市にいながら大館・小坂に最終
処分場があることを忘却処分場があることを忘却

「首都圏」／「東北」

「秋田市」／「県北」

― 14 ―



2016/2/23

3

共同研究への参加

トヨタ財団研究助成プログラム

「原発災害を契機とした「国内植民地」構造再編の把握
――「公害」の経験を参照軸とした新たな農業・農村研究
の構築」

代表者：中田英樹（明治学院大学）代表者：中田英樹（明治学院大学）

期間：2012.11～2014.10
・戦後日本の地域開発史から震災後の社会を考える。

・農業経済学・環境社会学・文化人類学など

・岩手県陸前高田市、高知県旧窪川町、福島市など

高村の研究内容

• 鉱山の歴史

• リサイクルと廃棄物処分場の歴史

• 一般廃棄物受け入れ地域の文書調査

• 受け入れ再開反対運動グループへのインタ
ビュー

→鉱山閉山後の地域社会の変化

その背景としての戦後日本の中央‐地方関係

グリーンフィル小坂への首都圏一般廃棄物搬入（単位:t）
県名 市町村・組合名

実績
予定

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

埼
玉
県

さいたま市 9,243 9,238 9,421 13,850 13,568 3,506 1,288 1,288
川口市 998 4,600 4,218 4,300 4,200 1,463 1,600 1,860
加須市・騎西町衛生施設組合 968 1,067 1,043 973 1,000 940 283 260
杉戸町 503 387 399 415 560 477 77
伊奈町 503 387 419 450 450 19 200
羽生市 462 528
上尾・桶川・伊奈衛生組合 2 2
志木地区衛生組合 900
東埼玉資源環境組合 7,000
小計 968 12,134 15,655 15,430 20,479 20,248 5,748 2,888 11,585
松戸市 4,832 6,212 7,305 7,624 9,600 9,600 2,197
習志野市 1,761 1,704 1,026 790 810 850 256 200 650
市川市 5,288 11,574 10,742 8,460 9,180 2,193 1,670 3,950

干
葉
県

柏・白井・鎌ヶ谷環境衛生組合 1,542 1,448 1,409 1,390 1,480 546 600
館山市 3,119 3,200 3,200
袖ヶ浦市 2,743 750 333 280
成田市 360 360 450
木更津市 800 660 620
君津市 564 564 450
流山市 1,000 2,100 200 1,900
八街市 850 850 272 750
八千代市 90 90
我孫子市 500
船橋市 2,750
長生郡市広域市町村圏組合 800
鋸南地区衛生組合 90
佐倉、酒々井町清掃組合 530
小計 6,593 14,746 21,353 26,427 27,874 29,267 5,191 2,792 13,870

その他 0 18,733 18,063 17,851 25,753 25,626 19,974 4,662 19,347
合計 7,561 45,793 55,071 59,708 74,106 75,141 30,913 10,342 44,802

グリーンフィル小坂への首都圏一般廃棄物搬入

• 2005年開業時に、埼玉県加須市・騎西町お
および千葉県松戸市・習志野市から搬入

• 2010年段階で2/3が首都圏からの搬入

年 さ たま市 千葉県市川市 流山市• 2012年、さいたま市・千葉県市川市・流山市
から受け入れ再開

• 2013年、「東埼玉資源環境組合」から新たに
受け入れ→花岡から小坂へ

埼玉県

茨城県

東京都

千葉県

教育から研究への展開

• フィールドワーク教育からの新たな研究課題
発見

秋 を知ると同時に 韓国に も新たな• 秋田を知ると同時に、韓国についても新たな
視点で考え直すきっかけに
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- 1 -

2015.12.11ミニシンポジウム

山本鼎の秋田県図画教育への影響や，

図画教育研究会｢六葉会｣の活動
教育文化学部教育実践講座 長瀬達也

秋田県では現在でも，小学生や中学生の絵に写

実的な表現や，完成度の高さを求める傾向がある。

要因の一つが，昭和２年に秋田県の師範学校図

画教員や小学校教員が結成した｢六葉会｣にあるの

ではないかと考えている。

- 2 -

１.六葉会について

昭和２年(1927)６月12日

秋田県師範学校教諭の大木善平と，小学校教員

で「絵に趣味」を持つ蓮沼繁，細矢敬一，小川宗

一，丹靖雄，齋藤長悦の６人が結成。

蓮沼繁は大正12年，丹靖雄は大正14年，斉藤長

悦は大正15年，小川宗一は昭和２年に秋田県師範

学校卒業。

- 3 -

同会は，絵の「実技の練習を主」とし，それが

自ずと「小学校の図画一般」についての「研究」

になるとした。大木が会長。

大木善平は，東京美術学校図画師範科を大正13

年に卒業，同年４月から昭和17年４月まで秋田県

師範学校に図画担当として在職。その後，地元の

埼玉県に戻って埼玉県立児玉高等女学校（現埼玉

県立児玉高等学校）に勤務。

- 4 -

大木は秋田県師範学校の絵画部をさらに活発な

活動に導いている（前任は地主悌助）。同校絵画

部は絵画展だけでなく，昭和３年度には六葉会会

員との「協同のデッサンの研究等」なども実施。

昭和３年に山本鼎（洋画家）と学校美術協会の

後藤福次郎が審査員となった「秋田魁新報社主催

御大礼記念全県小学校児童作品展覧会」では，秋

田県師範学校の絵画部部員が陳列作業に参加。

- 5 -

同展に合わせて

「図画手工教育講

演会」が開催され，

山本と後藤が講師

努めている。

秋田県師範学校の

５年生全員が，参

加している。

- 6 -

大木が勤務する秋田県師範学校の校友会は，

『校友会誌』第61号(昭和３年度)に，山本の講演

「図画教育の現

状に認むる三つ

の欠陥」の記録

を 掲 載 （ 全 ８

頁）。

- 7 -

自由画教育提唱者であった山本鼎は同講演で，図

画教育においてクロッキーを含むデッサン教育を

重視して，図画教育の基本とする姿勢を鮮明にし

ている。

↓

・秋田県師範学校の大木善平は，山本の自由画教

育論や，デッサン教育重視などを肯定していた。

・山本の来県は，秋田県の図画教育振

興の機運に十分な刺激を与えた。

- 8 -

昭和２年(1927)６月12日
（秋田新聞』昭和２年10月29日付）

「六葉会」が結成される。「学校職員の中で，

絵に趣味をもつ者たち」が，隔週の日曜日毎□集

合」して「実技の練習」し，「得難い真理」を得

るのが目的。このようにして得た「自信」によっ

て，「小学校の図画科」を迷うことなく指導する

としている。「実技の練習」が，自ずと「小学校

図画一般についての研究」になるとしている。

山本鼎の秋田県図画教育への影響や，図画教育研究会 ｢六葉会｣ の活動
長瀬　達也
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- 9 -

「六葉会出品洋画」『秋田魁新報』昭和４年６月

16日付より 大木善平（会長）『うらゝか』

- 10 -

「六葉会出品洋画」『秋田魁新報』昭和４年６月

18日付より 小川宗一（会員）『晴天の日』

- 11 -

２.蓮沼繁(六葉会創立会員)

『図画教育振興に関する意見』

『図画教育振興に関する意見』は，手書き(原稿

用紙)が冊子になっている。

「秋田市明徳小学校内 蓮沼繁」とある。蓮沼は

秋田県師範学校の「代用附属」として扱われてい

た秋田市立明徳尋常高等小学校に，昭和４年３月

から７年３月まで勤務。したがって，この間に同

書を書いたと考えられる。当時も六葉会で活動。

- 12 -

- 13 -

蓮沼の「深き修養」とは何か。

↓

教員自身が，デッサンを基礎とし，写実的な表

現による絵画制作などを日常的に行うことで美術

を理解し，図画教育を進めることと考えられる。

↓

このような機運が高まって来て，昭和11年８月

に「秋田県図画教育研究会」の結成大会が実施さ

れたと考えられる。

- 14 -

３.｢秋田県図画教育研究会｣について

・創立会議は昭和11年４月14日に秋田県教育

事務所で。会長大木善平。顧問は「文部省

図書編集委員」の平田栄二（日本画家）と

水平穣（秋田市出身・洋画家），及び秋田県

在住の洋画家伊藤弥太

・結成大会は昭和11年８月２日に中通小学校。

講師は奈良女高師附奈良女子高等師範学校附

属小学校訓導曾根靖雅，240名参加

- 15 -

４.当時の教員の絵画制作について

＊六葉会結成は昭和２年６月

昭和２年８月発行『アトリエ』９月号

- 16 -

６.現段階でのまとめ・・・

(1)小学校教員を主とする洋画団体「六葉会」で

は，写実が主流だった。また，山本鼎の自由

画教育論やデッサン等を重視する姿勢を肯定。

(2)｢六葉会｣は図画教育振興のために，教員がデ

ッサンや絵画に取り組むことが必要だとした。

(3)｢六葉会｣や｢秋田県図画教育研究会｣は，教員

が秋田県師範学校などを卒業してからも，デ

ッサンや絵画に取り組む｢文化｣を創り出した。
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1

秋田の自然環境
（マイナーな水中動物）と

あきたの食

石井照久

秋田のマイナーな水中動物 ①
• 2種の淡水海綿を県内で新規に発見し、論文報告
した（石井と益田、2001；秋田大学教育文化学部
研究紀要自然科学 56：25‐34）。

シナカイメン、マツモトカイメン（どちらも八郎潟より）

＃益田は、淡水海綿の研究者。

• ジーカイメン（南方種）も県内で新規に発見（八郎
潟より）（これまでの北限が茨城だったので更新）。

これは、まだ論文を書いていない。

現在、県内には10種の淡水海綿が生息

（日本国内には25種が生息）

マツモトカイメンシナカイメン

ジーカイメン

50μm

マツモトカイメン

淡水海綿の種の判定に使
う芽球骨片の顕微鏡写真

50μm

ジーカイメン

秋田のマイナーな水中動物 ②

• 2種の淡水ヒドラを県内で新規に発見し、論文
報告した（石井・大澤・羽田、2014 ；秋田大学
教育文化学部研究紀要自然科学 69：113‐
120）。

チクビヒドラ、ヤマトヒドラ（どちらも八郎潟より）チクビヒドラ、ヤマトヒドラ（どちらも八郎潟より）

＃大澤と羽田は卒論学生。

日本には5種（？）の淡水ヒドラが生息

秋田に何種いるかは今後の課題

1mm

1㎜

ヤマトヒドラ

チクビヒドラ

秋田の自然環境（マイナーな水中動物）とあきたの食
石井　照久
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2

秋田のマイナーな水中動物 ③
• 3種の淡水コケムシを県内で新規に発見し、論文報
告した（石井、1997 ；秋田大学教育文化学部研究
紀要自然科学 52：65‐71 石井、 1998 ；うみうし
通信 21：2‐4 石井、2002；秋田大学教育文化
学部研究紀要自然科学 57：1‐6）。

オオマリコケムシ、ヒメテンコケムシ
ヒアリネラ プンクタタヒアリネラ・プンクタタ
（すべて八郎潟より）

・県内のコケムシを含む日本のコケムシの分子系統を
解析し、論文報告した
（Okuyama, Wada and Ishii, 2006；Zoologica Scripta
35:243‐249）。
＃ Okuyama, Wada は研究者。

石に付着している群体

オオマリコケムシ（虫体=約1.5ミリ）

長径=約10ｃｍ

巨大な群体塊（浮遊）

長径=約30ｃｍ

ヒメテンコケムシ（虫体=約1.5ミリ） 石に付着している群体

長径=約1ｃｍ ヒアリネラ・プンクタタ

スタトブラスト

秋田のマイナーな水中動物 ④

• 淡水ウドンゲの生息を県内で再確認し、論文
報告した（石井、1997 ；秋田大学教育文化学
部研究紀要自然科学 52：65‐71 石井、
1998 ；うみうし通信 21：2‐4 ）。

シマミズウドンゲ（幻の動物）

本県の八郎潟を含み国内に7か所のみで生息
シマミズウドンゲ（唯一の淡水曲形動物）

蕚部の長さ=約0.5ミリ

八郎潟を含め日本では7箇所で生息=幻の動物（1974年日本初記録）
八郎潟では17地点で生息（1975年初記録；鳥海）

越冬状態から無性生殖をする - 八郎潟でも確認 -
有性生殖をするらしい（国内未確認） - 八郎潟でも未確認 - （今後の研究課題）
底盤という構造を形成するが、その方法は未だ未解明 （今後の研究課題）
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3

秋田のマイナーな水中動物 ⑤

• 淡水タナイス

• 淡水カイミジンコ

• サンショウウオ

• プランクトンプランクトン

• クマムシ（コケや土壌にも生息）

• 陸貝（いわゆるカタツムリ；水中ではない）

論文報告は未だが、卒論学生と研究中。

• 秋田県内から生息の新記録を報告できたのは、

○研究者が不在だったから

○分布を広げている所にちょうど遭遇したから

＃これらの動物を卒論学生も研究している。

＃八郎潟のヒメタニシには、目の数異常と触角異常
があり、2000年から継続調査中（卒論学生と）。

＃オオクチバスの奇形を論文報告（石井、2000 ；秋
田大学教育文化学部研究紀要自然科学 55：1‐6）。

＃県内の市町村のシンボル生物を調査し、論文報告
した（石井と菅原、2010；秋田大学教育文化学部教
育実践研究紀要 32：125 ‐133）。菅原は卒論学生。

触角の異常個体

16 28

雄 ・眼 1：1
・触角 右触角細

雄 ・眼 0：1
・触角 右触角無

右触角細 1㎜ 右触角無
1㎜

眼の数の異常個体出現頻度《年度比較》

10 00

15.00 

20.00 

25.00 

異
常
個
体
出
現
頻

全体

雄

雌

12年
度

13年
度

14年
度

15年
度

16年
度

18年
度

20年
度

23年
度

24年
度

本年

度

全体 7.24  7.33  13.06 15.75 17.14 13.05 6.27  7.90  20.35 8.53 

雄 9.80  5.48  13.68 11.19 14.42 13.06 6.22  7.38  19.82 8.70 

雌 5.82  9.09  12.72 18.72 20.84 13.42 6.49  8.37  21.24 8.33 

0.00 

5.00 

10.00 頻
度
（
％
）

雌

25年

触角の異常個体出現頻度《年度比較》

30.00 

40.00 

50.00 

60.00 

異
常
個
体
出
現 全体

14年度 15年度 16年度 18年度 20年度 23年度 24年度 本年度

全体 27.26  43.53  42.53  18.81  13.76  9.40  20.53  23.96 

雄 16.58  41.46  36.96  18.96  24.79  8.23  20.27  31.30 

雌 32.96  44.87  50.12  19.19  4.24  10.46  20.35  15.69 

0.00 

10.00 

20.00 

現
頻
度
（
％
）

全体

雄

雌

25年度

あきたの食
• 教育文化学部の授業科目；地域学基礎「あきたの
食」の4年間で学生達が

○あきたにどんな食があるか調べた（2012年）。

○学校給食（秋田市、横手市）で地元ならではの食
が提供されているかどうか調べた（2012年）が提供されているかどうか調べた（2012年）。

○あきたの梨を使ったメニューを開発した（2013
年） 。考案したメニューのうち2品（梨と鶏肉の中華炒
め、梨と鶏肉のトマト煮込みカレーピラフ添え）が、実
際に秋田大学生協食堂手形店で、1日限定（2013年
11月20日）であるが、提供された。
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○あきたの銘菓を調べた（2013年）。

○あきたの米と米粉を調べた（2013年）。

○あきたの味噌を調べた（2013年）。

○秋田県産100％ラーメンを自作した（2014年）。

そのレシピ情報をクックパッド
http://cookpad com/recipe/2903986 に掲載したhttp://cookpad.com/recipe/2903986 に掲載した。

○あきたならではのラーメン「ねばとろラーメン」を開
発した（2014年）。「ねばとろラーメン」が、実際に秋田
大学生協食堂手形店で、2日限定（2015年5月11日、
12日）であるが、提供された。

○「秋田ラーメン」を提唱した（2014年）。

○「秋田米粉焼き」を提唱し、自作し、スーパー、JA
全農あきた、淡路製粉などに提案した（2015年）。

そのレシピ情報をクックパッド
http://cookpad.com/recipe/3516744 に掲載した。

⇒あきたの食文化の特色を浮き彫りにしつつある。

あきたの食、に関連した成果論文

石井、2014；秋田大学教養基礎教育研究年報 16：
35‐43

石井・山名・宮野・立花、2015秋田大学教養基礎教
育研究年報 17： 41‐51

― 22 ―



2016/2/23

1

秋田学・白神学ミニシンポジウム 2015.12.11

秋田の八幡太郎義家伝説

人間文化講座 志立正知

秋田の伝説
• 小野小町伝説（湯沢市雄勝）

• 坂上田村麻呂伝説（秋田市・男鹿・阿仁etc）
• 八郎太郎伝説（八郎潟・十和田湖）

• タツ子伝説（田沢湖）タツ子伝説（田沢湖）

• 国鱒伝説（田沢湖）

• 八幡太郎義家伝承（平鹿・仙北）

• 三吉鬼伝説（太平山）

• 与次郎狐伝説（秋田市）

• 老犬神社伝説（大館）

地域の人々
の記憶

中央（知識人）
の記録

出 来 事 の 発 生

モノガタリ
の創作の記録

地域の伝説歴史叙述

秋田の小野小町伝説
• 歌才・美人〈『古今和歌集』仮名序：平安中期〉

• 秋田雄勝の出身

出羽国郡司の娘〈『古今和歌集目録』：平安後期〉

父は小野良実〈『尊卑分脈』：室町期〉

• 晩年に零落・老醜の小町

零落した小町〈『玉造小町壮衰書』 平安後期〉零落した小町〈『玉造小町壮衰書』：平安後期〉

野ざらしとなった小町〈『袋草子』：平安後期〉

• 深草少将との恋

百夜通い〈謡曲『卒塔婆小町』：室町期〉

以上はいずれも京都で成立

◆秋田の小町を記した資料の初出

『奥羽永慶軍記』：元禄期

錦仁『浮遊する小野小町』（笠間書院）
『小町伝説の誕生』（角川選書）

源氏将軍家の祖としての頼義・義家
源氏略系図

頼義―義家―義親―為義―義朝―頼朝―頼家

義経 実朝

義国―義重―→（新田）――→（徳川）

義忠 義康 （足利）義忠 義康―→（足利）

義綱

義業―→（佐竹）

義光―義清―→（武田・南部）

盛義―→（平賀）

義家との関係を家の起点
とする鎌倉武士（軍記）

川合康『鎌倉幕府成立史の研究』（校倉書房）
『源平合戦の虚像を剥ぐ』（講談社）

歴史的には
疑わしい

徳川の主張

天
徳
寺
所
蔵

新羅三郎源義光 八幡太郎源義家
（佐竹氏の祖） （源氏の棟梁）

秋田の八幡太郎義家伝説
志立　正知
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秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

金沢柵
金沢八幡宮と権五郎の功名塚

後三年合戦の古戦場趾といわれる。

康平年中に安倍の居城があり、義家がこれを攻略したという（18世紀前半）

秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

西沼（平安の風わたる公園）
金沢攻撃に向かう義家が雁行の乱れで伏兵を察知したという

江戸時代の記録はなし。明治以降の戦史研究で比定される

秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

沼柵跡（沼館）と沼館八幡宮

後三年合戦沼柵跡か

戦国期は小野寺氏の居城

沼館庄司次郎の居城という伝承

安倍合戦に勝利した義家が、沼館庄司
次郎の配下であった小野寺氏に命じて
八幡宮を建立させたという伝承
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秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

神宮寺嶽と神宮寺八幡

安倍氏の居城があったとされる神宮寺嶽

ここに囚われた義家は、貞任の娘の助けで脱

出を果たす

義家が陣を張った跡といわれる神宮寺八幡

秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

幕林八幡
八乙女山に籠もる安倍貞任に対峙した義家の陣跡

秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

阿気の兜八幡

義
家
が
安
倍
貞

き
、
父
頼
義
が

観
音
に
祈
願
。

た
後
、
神
社
を 貞

任
に
捕
え
ら
れ
た
と

が
そ
の
無
事
を
阿
気
の

貞
任
追
討
に
成
功
し

を
建
立
し
た
と
い
う
。

― 25 ―



2016/2/23

4

秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

生保内 草彅家住宅
義家を案内して「草彅」姓を賜った卒田小太郎の子孫の家

秋田の義家伝説
赤字は安倍合戦伝説

八乙女山

卒田唐松神社

藤倉神社
19世紀に義
家伝承登場

厨河柵

神宮寺嶽

阿気

沼柵

矢神山
菅江真澄
が沼館八
幡の旧所
在地と指摘

金沢柵

西沼
明治期の軍事史で比定

幕林八幡

家伝承登場

角間川
小野寺旧臣が入植

藤倉神社

18世紀前半の「秋田三十三観音巡礼記」では慈覚大師の開基

19世紀前半の縁起では源義家創建と書き換えられる。

御領分神社仏閣縁起（金沢安倍軍記）冒頭
秋田県公文書館（東山文庫）蔵

前九年・安倍合戦伝

承を記した資料。

沼館八幡宮の縁起と

しての性格を持つ

御領文神社仏閣縁起
（金沢安倍軍記部分冒頭）

ここから、金沢・神

宮寺・八乙女を拠

点とする安倍貞

任・宗任と源頼義・

義家の合戦の次

第が語られる。
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御領文神社仏閣縁起
（金沢安倍軍記部分「頼義公御帰陣之事」）

戸
沢
を
打
つ
れ
仙
北
へ
御

小
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弟
仕
置
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た

平
間
備
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に
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。
吉
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は
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沢
に
御
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さ
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か
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小
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寺
沼

妙
な
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ま
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。
国
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名
小
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け
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大
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郎
に
関
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大
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村
に
一
宿
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、
大
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ふ
。

に
直
す
。
戸
沢
殿
は
角
館
に
ぞ
指
し
置

す
。
手
塚
を
ば
白
岩
に
直
す
。
其
後
、

れ
、
御
喜
悦
限
り
な
し
。

沼
館
庄
司
次
郎
臣
下
の
は
た
ら
き
神

ま
た)

権
太
郎
に
は
奥
州
五
十
四
郡
下
さ

に
軍
功
所
領
を
給
わ
り
、
本
国
に
帰
り

東
八
ヶ
国
の
内
三
ヶ
国
を
下
さ
る

御領分神社仏閣縁起（金沢安倍軍記）の書写奥書



義
家
が
金
沢
・阿
気

寺
に
城
郭
普
請
を
さ



藤
原
の
判
官
を
大
工

立
し
た
。



当
社
沼
館
八
幡
の
縁

口
花
の
津
屋
に
納
め



延
宝
五
年
十
月
に
、

れ
、
翌
年
四
月
二
十

通
し
て
藩
へ
提
出
し
た に

八
幡

観
音
の
堂
社
を
建
立
し
、
小
野

さ
せ
た
。

工
奉
行
と
し
て
沼
館
に
八
幡
神
社
を
建

縁
起
、
内
神
の
諸
仏
の
縁
起
を
、
仙
北
野

め
た
。

郡
奉
行
・
天
徳
寺
の
名
で
指
示
が
出
さ

十
四
日
に
縁
起
を
小
沢
五
左
衛
門
殿
を

た
。

古浄瑠璃八幡太郎義家物の流行（万治～延宝期）
阿部鬼若丸・御館権太郎・松浦合戦・
頼義奥州責・八まん太郎琴之縁etc

『八幡太郎義家あべのさだとうたいぢの事』

（寛文頃成立）との共通性

筋立ての共通性

安倍貞任等 城を攻撃中に 義家 愛馬が暴走し 敵陣に飛安倍貞任等の城を攻撃中に、義家の愛馬が暴走して敵陣に飛
び込み、義家は生捕りにされてしまう。が、義家は貞任の娘（と
もに姫の名は「おのへのまへ」）と懇ろになる

◆名前の共通性

義家の愛馬：天下葦毛 貞任の娘：尾上の前

表現の共通性

『八幡太郎』から『御領分神社仏閣縁起』へという可能性

沼館八幡を支えた人々
慶長５年沼館城落城：沼館八幡焼失

→寛永年間再建・正保に焼失
『雪の出羽路 平鹿郡二』 ○沼館八幡宮御神宝

○寛文七年（1667）、秋田藤原成利作の舞獅子一頭を関口八之丞道長、
佐々木四郎左ヱ門頼清が奉納。

○寛文八年（1668）三月十八日 佐竹義隆が浅舞鷹狩りの際に御神体
と古作獅子一頭、鬼瓦等を閲覧。

○寛文八年十二月 梅津半右衛門の決済で漆木 0本が八幡宮社之木○寛文八年十二月、梅津半右衛門の決済で漆木10本が八幡宮社之木
として御役免除。

○寛文十二年(1672)鰐口を角間川新田目喜右ヱ門藤原道房が奉納。

○延宝六年(1678)四月、『御領分神社仏閣縁起』を提出。

○宝永五（1708）年田中伊賀作の神鏡を石川五郎兵衛重儀、鈴木兵右

ヱ門重常、小沢市右ヱ門春豊、星山治部助経侶、小柳荘兵衛吉道
が奉納。

小野寺旧臣で梅津半右衛門配下と思われる人々（赤字）が沼館八幡を支える。

沼館八幡宮の再建

○延宝六年(1678)二月二十九日、佐竹義処が鷹狩りに
際して高畑正喜を以て代参させる。

○同年四月、『御領分神社仏閣縁起』を提出。

○同年五月二十七日、梅津半右ヱ門忠宴が江戸より下
向に際して若宮八幡宮の牛王宝印を献上 初穂料と向に際して若宮八幡宮の牛王宝印を献上、初穂料と
して金子百疋を奉納。

○同年、八幡宮の神社大破、奉加を願い出たところ、許
可が下り、老中を始め主殿殿、主計殿、淡路殿、重太
夫殿よりも奉加が寄せられた。

○延宝九(1681)年、佐竹義処を大旦那、梅津半右衛門
を代官として二間四面の本社建立。

沼館八幡宮再建の構図と
これを支える理屈としての安倍合戦
義家が小野寺に命じて建立させた神社の再建

支援

藩主：佐竹義処（第三代）
家老：梅津半右衛門忠宴

旧小野寺氏関係者
（小野寺旧臣、多くは角間川給人）

（小野寺時代からの里長）

旧沼館城内
にあった
八幡宮

再
建

梅津氏配下
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慶長5年 1600 関ヶ原の合戦

慶長9年 1604 慶長国絵図作成（西国中心）

慶長19年 1614 大阪冬の陣

慶長20年 1615 大坂夏の陣

元和2年 1616 家康死去

寛永9年 1632 秀忠死去

寛永10年 1633 国廻り上使（巡見使）派遣、国絵図を収集

寛永20年 1643 『寛永諸家系図伝』（林羅山が中心、寛永18年編纂開始）

正保元年 1644
『正保国絵図』（完成は慶安4年〔1651〕）
『本朝編年録』（林羅山神武朝から宇多朝まで完成）

幕
府
に『本朝編年録』（林羅山神武朝から宇多朝まで完成）

慶安4年 1651 家光死去

万治～延宝 1658～60
古浄瑠璃『八幡太郎義家』物の流行
「あべのさだとうたいぢの事」は寛文頃

寛文元年 1661 『奥羽軍志』（林鵞峯）

寛文2年 1662 『本朝通鑑』編纂開始（林鵞峯、寛文10年〔1679〕完結）

寛文4年 1664 寛文印知

寛文6年 1666 『会津風土記』

寛文7年 1667 諸国巡見使の制を制定

延宝6年 1678 『御領分神社仏閣縁起』を藩に提出（奥書）

に
よ
る
《知
》の
再
編

会津藩による領国に関する《知》再編の
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秋田の食資源を有効活用した地域貢献活動
池本　敦
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教育・研究プロジェクト
秋田学・白神学について
■秋田には、様々な文化的地域的価値を持ったものが
あります。その中には、きっと、私たち自身がその価値に十
分にまだ気づいていないものもあります。そのようなもの
を見いだすためには、秋田県の自然や文化を、学術的に多
角的にそして地域的に捉え直す必要があります。すなわち、
秋田県各地における地域生活の知恵を学術的に相対化・客
観視し、その良き英知を蓄積明瞭化して継承することを考
えるのです。全国標準・世界標準の見識と視野を参考に、
秋田らしさ、その土地らしさを重視した地域学の創造です。
最終目標は大げさに言えば「秋田型地域生活モデル」の提
唱です。

■教育文化学部では、８年以上にわたって、各教員
有志の努力と自主的な研究連絡組織の活動により、「秋田
学・白神学」と総称されるような地域学研究を進めてきま
した。地域を総合的に理解するためには、狭い専門分野の
研究蓄積だけでは不足で、様々な専門分野の研究者の連携
協力と情報交換が欠かせません。教育文化学部にはそのよ
うな多彩な研究者が揃っています。

■これまで「秋田学・白神学」に携わった研究分野
は、社会学、歴史学、民俗学、日本語学・方言学、社会科教育
学、音楽、気候・気象学、天文学、地質学、水文学、植物学、生
態学、栄養学、生活科学、情報科学などです。研究対象ある
いは活動課題はたとえば、中山間地域における高齢者社会、
古代の秋田、秋田の祭り、地域振興・文化調査、秋田のこと
ば、秋田の民謡・音楽教育、天文教育「白神の星」プロジェク
ト、巨大噴火と古代遺跡、ジオパーク、火山地域の湧水・地
下水、地衣類による環境評価、アケビ油の商品化、秋田大学
版いぶりがっこ「いぶりばでぃ」製造など、実に多様です。
また、白神山地の麓の八峰町には、元小学校舎の一部を借
り受けた研究・学習拠点もあります。

鳥海山・獅子ヶ鼻湿原秋田駒ヶ岳での実習風景

■「秋田学・白神学」が貢献しようとするのは、たとえ
ば次のような地域生活です。①自然と伝統を生かし、最小
限のエネルギーと資源・金銭で実現する、持続的文化的な
地域生活。②高齢社会に対応し、若人・幼年者を大切にし、
必要な知恵と環境を次世代に継承する地域生活。いずれも
従来の都市型消費生活とは異なり、地域と生活の持続性を
重視し、実践的生活観・価値観の変革を伴っています。

■今後はさらに広い専門分野の教員が組織的に参加・連
携できるよう、そして何よりも現場で地域住民の方々から
より多くを学ばせていただけるよう、研究環境を整備して

「秋田学・白神学」の多様性を保つとともに、一層の実体化
を図ります。また、秋田大学地域創生センター（地域創生課）
と北秋田・男鹿・横手分校、あるいは県内地方自治体とも連
絡をとりつつ、各教員・学生の研究が充実するような場作
りを心がけていきます。その結果としての研究成果は、各教
員の研究業績になると同時に、教育文化学部の新しい学校
教育課程および地域文化学科の「地域学」関連授業に確実
に反映されるでしょう。
 （秋田学・白神学研究運営委員会）

22
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沿　　　革

平成19年（2007）10月

秋田県より「秋田学構築のための調査研究」について受託研究の申請があった。

研究目的：道州制への移行を見捉えつつ「元気なふるさと秋田づくり」の推進に向け

地域アイデンティティを高め、県民が郷土に誇りと愛着を持ち、自信を持って秋田を

語れるようにするため、秋田の自然・風土・文化・歴史などについて、体系的に整理

するとともに、県民が親しみをもってアプローチできるようなしくみを構築する。 

受託期間：平成19年10月～平成20年3月　　研究代表者　林信太郎　教授

平成19年（2007）12月 秋田学の構築に関する研究会発足14名（学部教員11名、県庁職員3名）

平成19年（2007）12月19日

第1回秋田学の構築に関する研究会　開催　議題　会長選出、今後の活動方針

研究会会長に林信太郎教授が選出された。

平成20年3月にシンポジウムを開催することを決定した。

平成20年（2008）３月１日 シンポジウム「秋田学」から探る秋田の可能性を教育3-255で開催　約70名が参加

平成20年（2008）３月18日 平成19年度　受託研究　秋田学構築のための調査研究報告書発行

平成20年（2008）12月13日 シンポジウム　謎の遺跡「払田柵」から探る秋田の可能性　教育3-255で開催

平成21年（2009）３月
シンポジウム　謎の遺跡「払田柵」から探る秋田の可能性　報告書発行

発行：教育文化学部「秋田学」の構築に関する研究会

平成22年（2010）３月19日

2009年度「秋田学・白神学の発展的な構築に向けた取り組み」報告書　発行

発行：教育文化学部秋田学・白神学研究会

代表：渡部育子教授、世話人：寺井謙次教授

平成22年（2010）７月

国立大学法人秋田大学の平成20年度に係る業務の実績に関する評価結果の中で、「秋

田学」、「白神学」は地域に密着した研究であるという観点から注目事項として評価さ

れた。

平成22年（2010）７月
平成22年度年度計画推進経費採択　秋田学・白神学の知の構築と地域社会への環流の

取り組み　代表者　渡部育子教授

平成23年（2011）１月30日
シンポジウム　秋田学ルネッサンス　−秋田学の記憶、今、よみがえる、未来に向け

て−を開催　約50名参加　秋田ビューホテル

平成23年（2011）３月
シンポジウム　秋田学ルネッサンス　−秋田学の記憶、今、よみがえる、未来に向け

て−報告書を発行

平成24年（2012）５月 秋田学・白神学研究運営委員会設置　委員長　篠原　秀一教授

平成27年（2015）１月 秋田学・白神学総合成果報告書（平成22年4月～平成26年9月）発行

平成27年（2015）12月11日 秋田学・白神学ミニシンポジウム開催

平成28年（2016）１月 秋田学・白神学総合成果報告書（平成22年4月～平成27年12月）補遺版発行

― 32 ―



〔研究業績〕（秋田学，白神学に関連する業績）＜平成22年4月～平成27年12月＞ 
                           

報告者：石井照久 

１）著作者名と単著・共著の別： 
石井照久・佐藤彩弥佳（共著） 
２）著作名称 ／ 論説・著書・作品・実演等の区別 
平成24年度全国学力・学習状況調査の理科について―秋田県の結果を含めて―／論説 

３）発表（刊行）年月 
2015年3月 
４）学術雑誌・出版社・発表会等名称 
秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要 第37号 
５）頁数等 
pp. 55-68 

６）対象地域（市町村等） 
秋田県全県 

７）概要(100〜200字程度) 
 平成 24 年度に初めて実施された理科の全国学力試験の問題の内容を吟味するとともに、秋田県の小学校と中学

校が理科においても好成績をあげたことについて考察した。秋田県の小中学校が、理科においても全国でトップク

ラスの学力をもつのは、良い生活習慣と学習習慣、優れた教師陣、豊かな自然環境など様々な要因からだと考えら

えた。 

 
〔研究業績〕（秋田学，白神学に関連する業績）＜平成22年4月～平成27年12月＞ 
                           

報告者：石井照久 

１）著作者名と単著・共著の別： 
石井照久・山名裕子・宮野素子・立花希一（共著） 
２）著作名称 ／ 論説・著書・作品・実演等の区別 
「地域学基礎＜あきたの食＞講座」の3年間の実践報告／論説 

３）発表（刊行）年月 
2015年3月 
４）学術雑誌・出版社・発表会等名称 
秋田大学教養基礎教育研究年報 第17号 
５）頁数等 
pp. 41-51 

６）対象地域（市町村等） 
秋田県全県 

７）概要(100〜200字程度) 
 平成24年度より開講された大学の授業科目である「地域学基礎＜あきたの食＞講座」の3年間の実践報告であ

る。授業での活動で，学生たちによって秋田県全域にかかわるユニークな食文化の特徴が明らかになった。その一

部を紹介すると、秋田で新しいソールフードが続々誕生していること、秋田で意外と知られていない食材が梨であ

ること、秋田は伝統的な和菓子が豊富なこと、米粉をパンやケーキへ利用するきっかけとなった米粉の製粉工場が

秋田にあること、秋田は信州に次いで味噌の消費量が多いこと、秋田の地産地消率が低いこと、など一般には知ら

れていないことが明らかとなった。 
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〔研究業績〕（秋田学，白神学に関連する業績）＜平成22年4月～平成27年12月＞ 
 

報告者：西川 竜二 

１）著作者名と単著・共著の別： 西川竜二、佐々木優花（共著） 
 
２）著作名称 ／ 論説・著書・作品・実演等の区別 
統計調査の公表データによる県別の建築年別の住宅ストックの将来推計およびその利用方法に関する研究 —秋田

県における2020 年までの住宅の省エネルギー化の推進に関する試算を例にして—.  ／ 著書 

３）発表（刊行）年月 
2012年 
４）学術雑誌・出版社・発表会等名称 
秋田大学教育文化学部研究紀要 自然科学, (67) 

５）頁数等 
pp.11-16 

６）対象地域（市町村等） 
秋田県 

７）概要(100〜200字程度) 
本研究では， まず， 大野の方法を用いて2008年における秋田県の建築年別住宅ストックを推計し，その結果から

次世代省エネルギー基準適合の住宅ストックの戸数と割合を求めた。次に，大野の方法を応用して建築年別住宅ス

トックの将来推計を行う方法を考案し，2020年における秋田県の建築年別住宅ストックの将来推計を試みた。さら

に，そうして得られた建築年別住宅ストックの将来推計の利用方法として，地球温暖化対策として住宅運用時のエ

ネルギー使用量（に係るＣＯ２排出）を効果的に削減するためには，秋田県ではどのようなペースで住宅の断熱化

や太陽光発電を推進させていく必要があるかのマクロな試算を示した。 

 
〔研究業績〕（秋田学，白神学に関連する業績）＜平成22年4月～平成27年12月＞ 
 

報告者：西川 竜二 

１）著作者名と単著・共著の別： 西川竜二、大坂絵美（共著） 
 
２）著作名称 ／ 論説・著書・作品・実演等の区別 
冬季における自宅での入浴行為にともなうヒートショックの実態と対策に関する事例調査 —住宅の熱性能および

年齢と入浴順序による比較—.  ／ 著書 

３）発表（刊行）年月 
2013年6月 
４）学術雑誌・出版社・発表会等名称 
日本建築学会東北支部研究報告集計画系, (76) 

５）頁数等 
pp.19-26 

６）対象地域（市町村等） 
秋田県内（秋田市、横手市） 

７）概要(100〜200字程度) 
秋田県内の住宅熱性能に違いのある3 世帯の高齢者・中年・青年の同居家族を対象に、寒さの厳しさの異なる秋ま

たは初冬、冬季に、入浴行為に伴う温熱環境・生理量・心理量の実測調査を行い、冬季の調査ではヒートショック

対策を被験者へ提示して対策効果の検証を行った。 
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〔研究業績〕（秋田学，白神学に関連する業績）＜平成22年4月～平成27年12月＞ 
 

報告者：西川 竜二 

１）著作者名と単著・共著の別： 西川 竜二（単著） 
 
２）著作名称 ／ 論説・著書・作品・実演等の区別 
地域の伝統民家から環境共生を学ぶ ／ 著書 

３）発表（刊行）年月 
2011年10月20日 
４）学術雑誌・出版社・発表会等名称 
秋田発 未来型学力を育む家庭科. [開隆堂出版株式会社,] 望月一枝、佐々木信子、長沼誠子、編 

５）頁数等 
pp.94-95 

６）対象地域（市町村等） 
秋田市 

７）概要(100〜200字程度) 
地域の伝統民家には自然環境・社会環境との共生の形と型が備わっており、それが環境共生的な住まい・住まい方

を学ぶ教材になることを述べた。そして、秋田市の伝統的な町家建築である旧金子家住宅（市指定有形文化財）を

対象にして、その復元時の図面等に基づいて対象住宅のペーパークラフトを作製し、その模型と絵巻等の文献資料

や実際の建物と街並みとを用いた学習、金子家と他の地域や時代の建物の模型を使った学習方法を提案した。 
 
〔研究業績〕（秋田学，白神学に関連する業績）＜平成22年4月～平成27年12月＞ 
 

報告者：西川 竜二 

１）著作者名と単著・共著の別： 西川 竜二、高橋美奈子（共著） 
 
２）著作名称 ／ 論説・著書・作品・実演等の区別 
東北地方における冬期の住宅熱環境の評価指標に関する研究 —近年の実測データを用いた既往の3 指標の点検お

よび新指標の素案の作成— ／ 著書 

３）発表（刊行）年月 
2011年6月 
４）学術雑誌・出版社・発表会等名称 
日本建築学会東北支部研究報告集計画系、Vol.74 
５）頁数等 
pp.1-8 

６）対象地域（市町村等） 
秋田県 

７）概要(100〜200字程度) 
本研究では、東北地方における冬期の住宅の近年の実測データを用いて、まず既往の指標による評価を行い、既往

の指標の目標水準等が適当かを検討した。更に、その結果をふまえて、一般の居住者にも理解と使用が難解でなく、

現在の住宅熱環境の実態や地域社会の課題（高齢社会の進行と高い脳血管疾患死亡率への対応、家計やエネルギー

環境面からの暖房用エネルギー削減要求） にも合った指標について検討と試作を行った。 
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〔教育業績〕（秋田学・白神学に関する実習・演習を含む授業，市民対象の講演等） 
                          ＜平成26年10月～平成27年12月＞ 
 

報告者：石井照久 
１）授業等の名称（題目） 
秋田南高等学校 スーパーグローバルハイスクール事業「あきたの食考察（食べることは＝生きること）」 

 
２）授業等の年次・期間・曜時限（あるいは）時間帯および場所 

高校一年生対象・平成27年6月4日・14：30‐15：30・秋田南高等学校 
 

３）対象学生・生徒・児童とその数（講演会の場合は，来場者数） 
高校一年生・80名 
 

４）対象地域（実施地域） 
秋田県全県 

５）報告書等の有無（あればその名称） 
無 

６）概要(100〜200字程度) 
 南高校から依頼されて行った出前授業である。授業の大きなテーマが「農と食」であったので、あきたの食、に

ついて、伝統的な食文化を解説するとともに、それらが継承されにくくなっている現状を講義した。また、食べる

という行為が生きることに直結していることも解説した。 

 
〔教育業績〕（秋田学・白神学に関する実習・演習を含む授業，市民対象の講演等） 
                          ＜平成26年10月～平成27年12月＞ 
 

報告者：石井照久 
１）授業等の名称（題目） 
岩見三内中学校での出前授業「川の生物観察会」 

 
２）授業等の年次・期間・曜時限（あるいは）時間帯および場所 

中学生1年から3年生・平成27年8月28日13時‐15時30分・秋田市岩見三内中学校 
 

３）対象学生・生徒・児童とその数（講演会の場合は，来場者数） 
中学校生徒1―3年・31名 
 

４）対象地域（実施地域） 
秋田市岩見三内 

５）報告書等の有無（あればその名称） 
無 

６）概要(100〜200字程度) 
 平成 17 年から岩見三内中学校で継続して行われている、ふるさとの川、岩見川と三内川の川の生物の観察会の

講師（出前授業）を、平成18年から継続して依頼されている。実際の出前授業では、川の生物の解説を行った後、

現地（川）で、実地観察の指導を行っている。現地では中学生徒と教職員とともに川の生物を採集・観察した後、

生物をリリースして帰ってきている。ふるさとの川の自然環境を継続観察している授業である。 
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平成２６年度 

秋田大学教育文化学部卒業論文及び修士論文テーマ公募事業 
 

採択テーマ一覧 
 

 【学外公募】 

１．秋田県県南内陸地域の仕事着について 

内 容 等：昭和初期から３０年頃までに県南内陸地域で使われていた仕事着について、既

往文献と現物資料により、その構造特性や・機能特性を明らかにする。その中

で、秋田県大仙市内南外地域の仕事着の特徴について周辺他地域と比較検討す

る。 

提案部署等名：大仙市生涯学習部生涯学習課 

取組学生：地域科学課程生活者科学選修 高橋 沙季 

指導教員：地域科学課程生活者科学講座 石黒 純一 

  

 
２．藤里町における最適な地域情報基盤の社会地理学的研究  

 

内 容 等：行政の広報紙、回覧板、お知らせ、ホームページによってどこまで通じている

のか、またコミュニティ活動を再生化するための過疎地における情報共有モデル

とはいかなるものがいいのか、視読率等などを通じて、高齢化と情報化の問題を

明らかにする。 

提案部署等名：藤里町総務課企画財政係 

取組学生：地域科学課程文化環境選修 佐藤 慎之介 

指導教員：地域科学課程文化環境講座 篠原 秀一 

 

 

３． ICT を利用した市民・自治体の協働による地域問題解決モデルの可能性について 

 

内 容 等： 市内各地域の身近な課題を FixMyStreetJapan などの既存のアプリを活用して

情報を収集し、その課題について地域で解決する方法がないか、行政が本来解

決すべき課題なのかを地域住民等で顕彰するため仕組みづくりについて研究を

行う。 

提案部署等名：秋田市総務部総務課 

取組学生：人間環境課程環境応用選修 浅利 夏美 

                  熊谷 康平 

                  佐藤 朝香 

指導教員：人間環境課程環境情報講座 林 良雄 

 

 

４．成人期（若者）における消費者教育の在り方  

内 容 等：中学校家庭科教育を通して自立した消費者の育成を目指す観点から、発達段階

や実態に即した消費者教育の教材を開発し、家庭科の学習が家庭生活での実践

につながるための方策を検討するとともに、大学生の消費者問題に関わる実態

や意識を調査・分析し、学校教育と社会教育の両方の視点から消費者教育の在

り方を検討する。 

提案部署等名： 秋田県生活環境部県民生活課消費生活班 

取組学生：地域科学課程生活者科学選修 丹 美紗季 

指導教員：学校教育課程教科教育学講座 佐々木 信子 
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平成２６年度秋田大学教育文化学部地域連携推進事業 

卒業論文及び大学院教育学研究科修士論文テーマの公募 成果報告会 

実 施 要 項 

 
趣旨  秋田大学教育文化学部では、自治体等との連携・協力による地域教育への貢献および研究成果

の地域社会への還元を目指し、卒業論文テーマ及び修士論文テーマを自治体等から公募する事業

を実施しています。今年度、各自治体より提案いただき、連携して取り組んだ４つのテーマにつ

いて、その成果を広く発表する機会として、秋田大学を会場に成果報告会を開催いたします。 
 
日時 平成２７年３月１９日（木）１４：００～１６：２０ 
会場 秋田大学教育文化学部３号館３４３講義室（秋田市手形学園町１番１号） 
 
次第 １．挨拶（14:00～14:10） 
      教育文化学部長 武田 篤 
 
   ２．成果報告（14:10～15:40） 
     （１）研究題目 「秋田県南外地域の仕事着について」（報告 15 分、質疑応答 5 分） 
        取組学生 地域科学課程 生活者科学選修 高橋 沙季 
        指導教員 石黒 純一 教授  
        連携自治体等 大仙市教育委員会 
       

（２）研究題目 「秋田県藤里町における住民間の地域情報共有の現状とその適切な形態」 
（報告 15 分、質疑応答 5 分） 

        取組学生 地域科学課程 文化環境選修 佐藤 慎之介 
        指導教員 篠原 秀一 教授 
        連携自治体等 藤里町 
 
     （３）研究題目 「ICT を利用した市民・自治体の協働による地域問題解決モデルの 

可能性について」         （報告 25 分、質疑応答 5 分） 
        取組学生 人間環境課程 環境応用選修 浅利 真美 
                           熊谷 康平 
                           佐藤 朝香 
        指導教員 林  良雄 教授 
        連携自治体等 秋田市 
      

（４）研究題目 「青少年の生活課題を踏まえた消費者教育の在り方について 
           － 中学校技術・家庭科における効果的な指導法 －」（報告 15 分、質疑応答 5 分） 
        取組学生 地域科学課程 生活者科学選修 丹 美紗紀 
        指導教員 佐々木 信子 准教授 
        連携自治体等 秋田県 
 
   ―休憩（15:40～15:50）― 
 
   ３．総合討論（15:50～16:10） 
   ４．次年度の新規採択テーマと連携自治体等の紹介（16:10～16:15） 

５．総括（16:15～16:20） 地域連携委員長 篠原 秀一 
 
主催 秋田大学教育文化学部地域連携委員会 
問合せ先 秋田大学教育文化学部総務担当 
     電話 018-889-2509  E-mail kyosou@jimu.akita-u.ac.jp 
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指導教員別学部卒業者の卒業研究題目一覧（平成22年度～平成27年度）

卒業
年月 課程等 卒 業 研 究 題 目

23.3 地・生 秋田大学における夏期教室の温熱環境と冷房使用状況に関する実測研究

23.3 地・生 東北地域の冬期実態調査に基づく住宅の温熱環境指標の検討

23.3 地・生 ペーパークラフトを用いた秋田の伝統民家に学ぶ住居教材の開発

23.3 人・自 山地観測点データを用いた東北地方における推定雪水量の検証

24.3 地・生
秋田市の学校教室における自然エネルギー利用手法の導入効果に関する夏期の温熱・光環

境実測　－外付け日除けとナイトパージおよび昼光照明の試行実験－

24.3 地・生

秋田大学一般教育棟・教育文化学部棟の全普通教室を対象とした冷房方法改善による省エ

ネ・学習環境向上の両立をめざした夏期温熱環境の実態把握　－2010年と電力使用制限下

2011年における実測およびデータ分析－

24.3 地・生 東北地域における冬期住宅熱環境の構造分析

24.3 人・自
秋田県内の小規模風穴の研究

～寒風山風穴と猿穴～

25.3 地・生
冬季における自宅での入浴行為に伴うヒートショックの実態と対策に関する

事例調査

25.3 地・生 「ナマハゲ伝導士認定試験」が男鹿のナマハゲの伝承と観光振興に果たす役割

26.3 地・生 秋田駅前活性化における中心市街地循環バスに関する研究

26.3 地・生 秋田県の廃校利用に関する研究

27.3 地・生 秋田市における大学生の地域資源認知度と地域への愛着に関する研究

27.3 地・生
秋田県におけるヒートショックが影響する死因の死亡率と住宅環境に関する

統計分析

27.3 地・生 秋田県の戸建住宅における夏季の暑さと熱中症の危険度に関する調査研究

27.3 人・自 秋田県産トウホクサンショウウオを用いた中学校理科の教材開発

27.3 人・自 八郎潟に生息する淡水産介形虫について

27.3 人・自 八郎潟に生息する淡水産タナイスについて

27.3 人・自 新規簡易飼育法によるクマムシの飼育について

27.3 人・自 秋田大学手形キャンパス内の陸貝相

27.3 人・自 生物学からみた「あきたの食・食育」に関する基礎研究
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あ　と　が　き

　昨年度の「総合成果報告書」に続いて、その補遺版をお届けする。十全を尽くして教育文化学部の

多様で裾野の広い「秋田学･白神学」の活動を網羅したかったが、残念ながらそれは果たせなかった。

それぞれの貴重な活動が有機的に結びつき、学部全体をも動かす一体的組織的な研究･教育群になる

には、「共通の研究教育の場・時間」が必要だが、そのうちの自由で建設的な「雑談の場・時間」を

定期的にも不定期にも設定できなかった。「秋田学･白神学」の定義も重要性の主張も不十分であった

と反省ばかりである。

　今後、「秋田学･白神学」で表現されるような研究教育の部分は、地方国立大学にとってより重視さ

れる部分になっていくはずである。この「秋田学･白神学総合成果報告書補遺版」には、幸いなことに、

これまでの経緯を含め、今後の「秋田学･白神学」研究･教育の可能性を示唆するミニシンポジウム成

果を収めることができた。その成果もふまえ、より活発で学術的で教育的な「秋田学･白神学」が、将来、

数多くの教育文化学部教職員･学生たちによってじっくりと進展していくことを期待したい。そのた

めには、細々でも「秋田学･白神学」研究教育の場を様々に継続確保することが今後も重要となる。

� 平成28年１月　秋田学･白神学研究運営委員会
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